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面
に
つ
づ
く
◀

昼食休憩中に、弘大職組の小磯重隆執
行委員長（前列中央）を囲み、幹事会
メンバーで記念撮影。会場は笑顔でい
っぱい。

議案提案を聞く代議員

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

地
域
で
共
同
広
が
る

闘
う
力
を
強
め
る
組
織
拡
大
を

●
８
月
19
日
、
生
活
保
護
世
帯

の
老
齢
加
算
復
活
を
求
め
る
第

５
回
口
頭
弁
論
が
仙
台
高
裁
で

行
わ
れ
た
。
法
廷
内
は
青
森
県

か
ら
集
ま
っ
た
48
人
と
他
県
か

ら
の
傍
聴
者
で
満
席
と
な
っ
た
。

●
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
、
裁

判
長
が
代
わ
っ
て
い
た
こ
と

だ
。
こ
れ
ま
で
の
裁
判
長
は
高

裁
で
は
初
め
て
、
「
原
告
団
の

実
態
を
訴
え
る
」
と
い
う
証
人

尋
問
を
認
め
た
人
で
あ
る
。
こ

の
日
で
結
審
す
る
と
い
う
と
き

に
「
な
ぜ
代
わ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
」
「
意
図
的
に
代
え
ら
れ
た

の
で
は
」
と
思
う
気
持
は
私
だ

け
だ
ろ
う
か
？
●
弁
論
は
裁
判

長
が
代
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
弁

論
の
更
新
手
続
き
を
し
た
後
、

３
人
の
代
理
人
が
意
見
陳
述
を

お
こ
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、

①
山
間
部
や
２
級
地
、
３
級
地

で
暮
ら
す
人
は
、
１
級
地
（
大

都
市
）
に
な
い
負
担
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
②
寒
冷
地
、
雪
か

き
、
ス
ト
ー
ブ
代
や
暖
房
費
、

商
店
や
病
院
に
行
く
た
め
の
交

通
費
な
ど
に
於
け
る
老
齢
加
算

の
役
割
。
③
そ
の
上
に
立
っ
て
、

判
決
は
「
き
め
細
や
か
な
判
断

を
し
た
上
で
出
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
な
ど
で
あ
る
。
●

３
人
の
弁
論
が
終
わ
っ
た
あ
と

12
月
16
日
の
判
決
日
を
確
認
し

閉
廷
し
た
。
弁
護
士
会
館
で
の

報
告
集
会
は
竹
下
弁
護
士
に
よ

る
今
後
の
た
た
か
い
の
方
向
を

確
認
。
裁
判
官
に
公
正
な
判
決

を
期
待
し
つ
つ
、
い
ず
れ
に
し

ろ
争
い
は
最
高
裁
に
移
る
。
●

原
告
団
を
励
ま
し
な
が
ら
全
国

的
な
規
模
で
闘
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。　
　
　
　

（
柳
谷
）

奥村議長発声で団結ガンバロー！

安
倍
暴
走
政
権
と
の

     

対
決
姿
勢
を
鮮
明
に

　

大
会
に
は
、
幹
事
、
傍
聴
者
、

来
賓
（
岩
橋
祐
治
全
労
連
常
任

幹
事
、
日
本
共
産
党
畑
中
孝
之

青
森
県
委
員
長
）
ら
を
含
め
総

勢
67
名
が
参
加
、
立
柳
副
議
長

の
あ
い
さ
つ
で
開
会
。
議
長
団

と
大
会
役
員
の
選
出
、
奥
村
県

労
連
議
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

（
要
旨
別
掲
）
、
来
賓
両
氏
の

あ
い
さ
つ
、
14
団
体
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
紹
介
（
福
島
県
労
連

の
み
を
朗
読
）
に
続
き
、
弘
大

職
組
の
新
加
盟
を
歓
迎
の
拍
手

で
承
認
し
ま
し
た
。

　
８
月
23
日
、
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
を
会
場
に
県
労

連
第
26
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
は

代
議
員
定
数
53
名
中
48
名
、
加
盟
組
合
数
22
中
19

組
合
の
参
加
で
成
立
。
15
名
の
発
言
で
討
論
を
深

新役員体制 ～よろしくお願いします～

　

今
大
会
の
特
徴
の
一

つ
は
、
議
長
や
副
議
長

な
ど
が
中
心
に
な
り
、

約
２
年
間
に
及
ぶ
結
び

つ
き
を
続
け
て
き
た
結

果
、
弘
大
職
組
（
産
別

は
全
大
教
）
の
加
盟
を

実
現
し
た
こ
と
で
す
。

新
自
由
主
義
経
済
の
深

化
の
も
と
、
国
営
か
ら

法
人
化
さ
れ
た
大
学
運

営
が
市
場
経
済
に
さ
ら
さ
れ
困

難
が
増
す
中
で
、
弘
大
職
組
は

ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
県
労
連

加
盟
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

二
つ
は
、
県
労
連
始
め
、
各

地
域
労
連
が
従
来
の
枠
組
み
を

超
え
て
地
域
共
闘
を
強
化
、
多

彩
な
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、
質

疑
・
討
論
の
発
言
に
如
実
に
現

れ
て
い
ま
し
た
。
一
点
共
闘
方

　

午
前
中
に
、
運
動
方
針
案

（
第
１
号
議
案
）
を
田
中
事
務

局
長
が
、
全
労
連
共
済
青
森
支

部
会
計
を
含
む
決
算
報
告
案

（
第
２
号
）
と
予
算
案
（
第
３

号
）
を
今
副
議
長
が
提
案
。
昼

食
休
憩
中
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
オ
ス
プ

レ
ー
全
国
配
備
反
対
』
を
上
映
。

午
後
に
入
り
、
活
発
に
質
疑
・

奥
村　

榮
（
私
教
連
・
再
）

今　

正
則
（
幹
事
会
・
再
）

立
柳
作
之
進
（
県
国
公
・
再
）

田
村
儀
則
（
高
教
組
・
再
）

柳
谷
政
志
（
東
青
労
連
・
新
）

田
中
清
治
（
幹
事
会
・
再
）

工
藤
詔
隆
（
医
労
連
・
再
）

檜
山
康
博
（
県
国
公
・
新
）

菅
野
雅
臣
（
建
交
労
・
再
）

高
橋
保
文
（
自
治
労
連
・
再
）

鎌
田
貞
孝
（
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
・
新
）

千
代
谷
邦
弘
（
年
金
者
組
合
・
再
）

工
藤
雅
司
（
県
教
組
・
再
）

福
井
啓
一
（
県
国
公
・
再
）

佐
藤
倖
造
（
中
弘
南
黒
地
区
労
連
・
再
）

佐
藤　

武
（
下
北
地
区
労
連
・
再
）

原
子
則
光
（
上
十
三
地
労
連
・
再
）

水
島
康
雄
（
西
北
五
地
区
労
連
・
再
）

山
田
優
一
（
三
八
地
労
連
・
再
）

小
磯
重
隆
（
弘
前
大
学
職
組
・
新
）

井
筒
信
之
（
医
労
連
・
再
）

花
田
修
一
（
県
国
公
・
新
）

式
は
、
引
き
続
き
重
要
で
す
。

　

三
つ
は
、
暮
ら
し
、
労
働
と

雇
用
、
安
全
と
平
和
を
脅
か
す

安
倍
暴
走
政
権
と
の
全
面
対
決

姿
勢
を
、
よ
り
鮮
明
に
し
た
こ

と
で
す
。
２
年
前
の
第
24
回
大

会
で
決
定
し
た
地
方
労
連
初
の

「
21
世
紀
初
頭
の
目
標
」
を
闘

い
の
座
標
軸
と
し
て
堅
持
す
る

め
、
全
議
案
を
満
場
一
致
採
択
。
役
員
選
挙
で
は

全
員
が
満
票
の
信
任
を
得
、
新
役
員
体
制
を
確
立

し
ま
し
た
。
大
会
宣
言
採
択
の
あ
と
奥
村
議
長
発

声
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

討
論
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

田
中
事
務
局
長
に
よ
る
討
論

の
ま
と
め
報
告
の
あ
と
、
議
案

を
採
択
。
役
員
選
挙
を
実
施
し

て
新
体
制
を
確
立
し
、
大
会
宣

言
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
後
、

奥
村
議
長
の
発
声
に
よ
る
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
で
団
結
を
固
め
、

成
功
裏
に
閉
会
し
ま
し
た
。

開
会
冒
頭
、
田
中
事
務
局
長
が

急
遽
に
呼
び
か
け
た
、
広
島
等

豪
雨
災
害
支
援
カ
ン
パ
に
は
会

場
か
ら
２
万
９
千
２
０
円
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
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第286回
まちがい
さがし

小雨の中170名以上参加
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0 円 
実質 

討
論
で
15
名
が
発
言

課
題 
けだ 
紹
介
し
ま
す

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
10
月
15
日

●
発
表
＝
11
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮

１
６
５
―
１
９
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
286
回

ま
ち
が
い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
284
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》

①
ち
ょ
う
ち
ん

②
右
の
女
の
子
の
服

③
そ
の
子
の
髪

④
織
り
姫
の
袖

⑤
織
り
姫
の
着
物
の
裾

⑥
雲

⑦
短
冊
の
ハ
ー
ト

《
当
選
者
》

　

17
通
の
応
募
で
全
員
正
解

　
ガ
ソ
リ
ン
高
騰
�

消
費
税
の
ア
ッ
プ
。
給
料
も
上

が
っ
て
欲
し
い
よ
。（
山
谷
愛

子
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
八
甲
田
山
を

歩
き
ま
し
た
。
高
山
植
物
が
と

て
も
綺
麗
で
し
た
。
次
は
白
神

登
山
に
挑
戦
し
ま
す
。（
檜
山

恵
美
子
・
学
習
協
家
族
）

　
寒
い
夏
は
困
る
の
で
�

冷
夏
の
予
報
が
外
れ
る
よ
う
短

冊
に
書
き
ま
す
。（
坂
本
豊
・

東
青
農
民
組
合
）

　
胃
カ
メ
ラ
を

や
っ
た
ら
、
研
修
医
が
い
た
の

で
、
余
計
に
胃
の
中
を
か
き
回

さ
れ
ま
し
た
。（
神
孝
則
・
県

国
公
）

　
水
分
補
給
と

汗
拭
き
で
忙
し
い
で
す
。（
玉

熊
美
枝
子
・
年
金
者
組
合
）

　
ま
ち
が
い
さ
が
し
を

や
っ
て
一
言
。
七
夕
よ
り
８
月

６
日
と
９
日
が
大
切
で
す
。（
細

川
弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

　
初
め
て
弘
前
と
青
森
�

五
所
川
原
の
ネ
ブ
タ
を
立
て
続

け
に
観
た
。
北
海
道
で
知
り
合

っ
た
青
年
と
一
緒
だ
っ
た
が
、

奥
村
議
長
の

あ
い
さ
つ

〜
要
旨
〜

終戦から69年
8.15青森平和集会

こ
と
が
、
い
よ
い
よ
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。
闘
う
総
合
力
を

強
化
す
る
た
め
に
、
組
織
拡
大

強
化
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

四
つ
は
、
組
合
員
の
生
活
防

新任と退任
よろしく、ご苦労さ　　ま

衛
と
県
労
連
財
政
強
化
、
組
織

拡
大
の
実
効
的
な
方
法
と
し

て
、
全
労
連
共
済
、
特
に
自
動

車
共
済
加
入
を
強
力
に
進
め
る

こ
と
を
決
め
た
こ
と
で
す
。

白
一
日
問
題
」
で
の
臨
時
教
員

の
負
担
軽
減
成
果
。

　
医
労
連
・
矢
嶋
代
議
員　

夜

勤
な
ど
過
酷
な
オ
バ
ー
ワ
ー
ク

の
常
態
化
。

　
医
労
連
・
出
貝
代
議
員　

全

労
災
労
組
へ
の
不
当
労
働
行
為

の
労
働
委
員
会
闘
争
支
援
を
。

　
私
教
連
・
坂
本
代
議
員　

東

奥
義
塾
理
事
長
の
団
交
拒
否
、

専
横
的
な
学
校
運
営
。

　
高
教
組
・
酒
田
代
議
員　

子

ど
も
の
貧
困
、
主
任
手
当
拠
出

基
金
で
奨
学
金
給
付
。

　
高
教
組
・
片
桐
代
議
員　

統

廃
合
の
名
で
廃
校
を
強
行
。「
空

と
て
も
興
奮
し
て
い
た
。（
長

内
一
・
建
交
労
）

　
ま
た
�
今
月
も
堤
川
で

灯
篭
流
し
が
あ
り
ま
す
。（
記

田
富
子
・
年
金
者
組
合
）

　
夏
休
み
期
間
中
は

色
々
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。
私

は
滋
賀
の
全
障
研
大
会
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。（
松
島
恵
美
子
・

年
金
者
組
合
）

　
図
書
カ
�
ド
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
挑
戦
し
ま
す
。（
今
晴
美
・

ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
７
月
20
日
の

大
間
原
発
反
対
現
地
集
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
風
船
っ
て
、
意

外
に
高
く
飛
ぶ
も
の
な
の
で
す

ね
。（
一
戸
茂
実
・
自
治
労
連
）

　
豪
華
客
船

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

号
に
乗
っ
て
み
た
い
。（
佐
藤

厚
子
・
建
交
労
）

　
暑
い
け
れ
ど
�

近
所
の
花
畑
か
ら
和
み
を
貰
い

頑
張
っ
て
い
ま
す
。（
宇
部
好

子
・
県
教
組
）

　

終
戦
後

69
年
。
記

念
日
の
８

月
15
日
に
、

県
九
条
の

会
や
憲
法

ネ
ッ
ト
あ

お
も
り
な

ど
12
団
体

共
催
で
、

青
森
市
・

青
い
森
公

園
を
会
場

に
「
海
外

　
県
国
公
・
伊
藤
代
議
員　

労

働
法
制
改
悪
阻
止
、
賃
金
カ
ッ

ト
違
憲
訴
訟
、
社
保
庁
分
限
免

職
撤
回
闘
争
。

　
自
治
労
連
・
神
代
議
員　

13

年
度
は
31
名
拡
大
。
初
め
て
の

で
戦
争
す
る
国
づ
く
り
許
さ
な

い
８
・
15
青
森
平
和
集
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
降
り
続
く

小
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
170
名
余

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
安
倍
政
権
が
、
昨
年

12
月
国
会
で
「
特
定
秘
密
保
護

法
」
を
強
行
可
決
、
先
の
７
月

１
日
に
は
、
解
釈
改
憲
で
憲
法

９
条
を
葬
る
閣
議
決
定
を
す
る

な
ど
〝
戦
争
す
る
国
〞
へ
突
き

進
む
暴
挙
を
繰
り
返
す
、
緊
迫

し
た
政
治
情
勢
の
も
と
不
戦
を

誓
い
、
そ
の
意
志
を
貫
く
特
別

に
重
要
な
平
和
集
会
で
し
た
。

　

金
澤
茂
・
県
九
条
の
会
共
同

代
表
世
話
人
に
よ
る
主
催
者
あ

い
さ
つ
、
関
係
団
体
か

ら
の
連
帯
あ
い
さ
つ
、

集
会
宣
言
の
採
択
に
続

き
、
繫
華
街
を
デ
モ
行

進
。「
若
者
を
戦
場
に

送
る
な
！
」「
安
倍
内

閣
退
陣
！
」「
閣
議
決

定
撤
回
！
」
な
ど
と
、

雨
を
つ
い
て
力
強
く
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響

か
せ
ま
し
た
。

で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
坂
本

豊
（
東
青
農
民
組

合
）、
佐
藤
厚
子

（
建
交
労
）、
記

田
富
子
（
年
金
者

組
合
）、
松
島
恵

美
子
（
年
金
者
組

合
）、原
幸
子
（
年

金
者
組
合
）

「
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
実
施
。

　
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
職

員
労
組
・
内
山
代
議
員　

自
動

車
共
済
加
入
チ
ラ
シ
の
一
部
に

不
適
切
表
現
が
あ
り
。　

　
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
・
田
中

幹
事　

組
織
拡
大
、
分
会
結
成
、

賃
金
不
払
の
和
解
解
決
、
労
働

審
判
の
取
り
組
み
。

　
中
弘
南
黒
地
区
労
連
・
佐
藤

幹
事　

津
軽
９
条
の
会
、
戦
争

い
や
だ
、
憲
法
守
れ
！
中
弘
南

黒
の
会
な
ど
共
同
行
動
の
広
が

り
。

　
西
北
五
地
区
労
連
・
水
島
幹

事　

多
彩
な
課
題
で
地
域
共
同

行
動
が
前
進
。

　
三
八
地
労
連
・
新
岡
代
議
員

　

八
戸
市
へ
要
望
書
提
出
、
新

聞
労
連
加
盟
の
デ
ー
リ
ー
東
北

労
組
と
共
同
が
実
現
。

　
県
教
組
・
中
村
代
議
員　

教

員
の
在
職
死
亡
率
日
本
一
、
多

忙
化
の
実
態
、
教
育
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
実
施
。

　
下
北
地
区
労
連
・
野
坂
代
議

員　

憲
法
学
習
会
、
集
団
的
自

衛
権
反
対
の
抗
議
ハ
ガ
キ
、
街

宣
の
取
り
組
み
。

　
年
金
者
組
合
・
柳
谷
幹
事　

不
服
審
査
請
求
・
再
審
査
請
求
、

首
相
宛
の
直
訴
運
動
な
ど
。

　

議
案
を
深
め
る
３
点
の
視
点

に
言
及
。
一
つ
は
日
米
の
多
国

籍
企
業
の
利
益
の
た
め
の
構
造

改
革
の
結
果
、
一
方
に
は
深
刻

な
格
差
と
貧
困
、
他
方
に
は
極

端
な
富
が
偏
在
し
て
い
る
実
態

を
詳
し
く
解
明
。
二
つ
は
弘
前

大
学
職
員
組
合
の
加
盟
を
歓
迎

し
、
法
人
化
さ
れ
た
大
学
運
営

の
困
難
さ
に
触
れ
、
加
盟
は
必

然
だ
っ
た
の
で
は
と
の
感
想
。

三
つ
は
同
時
多
発
、
総
合
的
な

攻
撃
と
、
ど
う
闘
う
か
。「
21

世
紀
初
頭
の
目
標
」
を
座
標
軸

に
、
真
の
敵
と
総
力
で
闘
う
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

新
旧
役
員
の

う
ち
、
県
労
連

の
事
務
局
員
関

係
に
絞
り
、
ご

く
簡
単
に
紹
介

し
ま
す
。　

檜
山

康
博
さ

ん
＝
県

国

公

（
全
労

働
青
森
支
部
）
推
薦
。
勤
務
歴

は
労
働
行
政
ひ
と
筋
で
、
労
組

と
学
習
活
動
の
ベ
テ
ラ
ン
。
来

年
４
月
か
ら
、
専
従
事
務
局
員

に
就
任
予
定
。

後
、
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
で
活

動
。
今
年
の
11
月
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ア
事
務
局
員
に
就
任
予
定
。

　
鎌
田

貞
孝
さ

ん
＝
ひ

だ
ま
り

ユ
ニ
オ

　
田
中

光
幸
さ

ん
＝
ひ

だ
ま
り

ユ
ニ
オ

ン
推
薦
。
民
医
連
職
員
で
医
労

連
（
民
医
労
）
を
経
験
。
退
職

ン
出
身
。
25
年
前
の
全
労
連
、

県
労
連
、
東
青
労
連
の
結
成
に

立
ち
会
っ
た
古
参
活
動
家
。
今

大
会
で
幹
事
を
退
任
。


